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ＣＯ Ｉ （利益相反）開示
発表者名： 堀田多恵子

発表に関連し開示すべき

COI関係にある企業等はありません。





6 情報： 検査情報（救急、生活習慣病）の対象になる 43項目+感染症項目



JLACは、日本臨床検査医学会 項目コード委員会が作成・管理を行っている臨床検査項目分類コードである

・JLAC10 は、医療情報システムの普及や医療機関同士の情報交換を円滑に行うため、
医療情報システムが標準的に使用する検査項目コードとして設定され、1997年に第10回
改訂として公開され、保守が継続されている。JLAC10コード表131版（2025年6月版）

・JLAC11 は、検査データの2次利用に有効に利用できることを主目的にした
新たな臨床検査項目分類コードであり、2019年に要素別コード表を公表し、2024年3月に
JLAC11コード一覧(検査試薬_JLAC10コード付帯）が公開された。
JLAC11コード表23版（2025年8月版）

臨床検査標準コードには JLAC10 とJLAC11とがある



2025年7月1日、 JLAC11を厚労省標準規格と位置付ける

「医療DX令和ビジョン2030」厚生労働省推進チーム
第７回 2025年7月1日（令和7年7月1日）

（１）医療DXの進捗状況について
（２）電子処方箋・電子カルテの目標設定等について



JLAC11 （臨床検査項目分類コード）

JLAC10を改訂した17桁のコード体系

①測定物コード ②識別コード ③材料コード ④測定法コード ⑤結果単位コード

医療DXや臨床検査データの利活用のための標準コード



コーディング・マッピング・ガバナンス
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コーディング（付番）

マッピング（採番）

ガバナンス（整合）

臨床検査要素にJLAC11のコードを付けること

施設のローカルコードとJLAC11コードとを突合させること

JLAC１１コードに紐づいた共有データを整合させること



• JLAC11は検査データの二次利用に適したコード体系である

• JLAC11は体外診断用医薬品の粒度であるため、測定原理が同じで
反応性が異なる場合をコードで分離することができる

• 単位そのものがコードに含まれる

JLAC10に比したJLAC11の利点



検査室における採番

医療機関における導入方法

モデル地区における問題の発見



JLAC１１は日本臨床検査医学会HPに掲載されている



採番のための準備（最新版ダウンロード）

第4要素区分：測定法コードの基本ルール

ルール

事例

コード表

測定物コード（第１要素）に従属した固有コード
測定法名称は、
体外診断用医薬品／検体検査用医療機器の販売名称
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採番事例（生化学・免疫・凝固・尿検査）

１.総蛋白（TP）～２６．直接ビリルビン（D-BiL）、
１６、１７～２０、２７～３１を除く

３２．APTT～４１.CRP
感染症5項目

B1001-0000-211-566-G5
B1002-0000-211-566-G1
B1004-0000-211-566-55
B1005-0000-211-566-12
B1003-0000-211-566-G1

JLAC11



測定法コード＝体外診断用医薬品の採番事例

E3019 250 011 85CRP 0000
V2010 250 017 02HBsAg 判定 0000
V2010 250 017 F8HBsAg 測定値 0000

４１

感３

測定法コード＝体外診断用医薬品
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B2003-0000-240-０２５-F0

B2006-0000-240-０２３-F0
B2006-0000-240-０２３-05
B2006-0000-240-０２３-12
B2006-0000-240-０２３-61

活性化部分トロンボプラスチン時間（APTT）

プロトロンビン時間(PT)
プロトロンビン時間(PT)-秒
プロトロンビン時間(PT)-比率・測定値
プロトロンビン時間(PT)-活性・測定値
プロトロンビン時間(PT)-INR・測定値

採番事例（凝固）
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A1002-0000-100-０１７-01
A1003-0000-100-０１７-01
A1004-0000-100-０１７-01
A1005-0000-100-０１７-01
A1006-0000-100-０１７-02
A1007-0000-100-０１７-02
A1008-0000-100-０１７-02
A1009-0000-100-０１７-02
A1010-0000-100-０１７-02
A1012-0000-100-０１７-02
A1013-0000-100-０１７-02
A1014-0000-100-０１７-02
A1015-0000-100-０１７-02
A1016-0000-100-０１７-02
A1017-0000-100-０１７-02
A1018-0000-100-０１７-02

色調
混濁(濁度)
比重[尿試験紙法]
pH[尿試験紙法]
蛋白[尿試験紙法]
アルブミン[尿試験紙法]
グルコース[尿試験紙法]
潜血反応[尿試験紙法]
ウロビリノーゲン[尿試験紙法]
ビリルビン[尿試験紙法]
ケトン体[尿試験紙法]
亜硝酸塩[尿試験紙法]
食塩[尿試験紙法]
白血球[尿試験紙法]
尿中アスコルビン酸[尿試験紙法]
クレアチニン[尿試験紙法]

採番事例（尿一般検査）

３６

３８
３７
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採番事例（尿一般検査）

A1002-0000-100-０１７-01
A1003-0000-100-０１７-01
A1004-0000-100-０１７-01
A1005-0000-100-０１７-01
A1006-0000-100-０１７-85
A1007-0000-100-０１７-88
A1008-0000-100-０１７-85
A1009-0000-100-０１７-85
A1010-0000-100-０１７-85
A1012-0000-100-０１７-85
A1013-0000-100-０１７-85
A1014-0000-100-０１７-85
A1015-0000-100-０１７-56
A1016-0000-100-０１７-21
A1017-0000-100-０１７-85
A1018-0000-100-０１７-85

色調
混濁(濁度)
比重[尿試験紙法]
pH[尿試験紙法]
蛋白[尿試験紙法]
アルブミン[尿試験紙法]
グルコース[尿試験紙法]
潜血反応[尿試験紙法]
ウロビリノーゲン[尿試験紙法]
ビリルビン[尿試験紙法]
ケトン体[尿試験紙法]
亜硝酸塩[尿試験紙法]
食塩[尿試験紙法]
白血球[尿試験紙法]
尿中アスコルビン酸[尿試験紙法]
クレアチニン[尿試験紙法]

尿中蛋白･クレアチニン比(P/C比)[尿試験紙法]

尿中アルブミン･クレアチニン比(A/C比)[尿試験紙法]

A1006-0000-100-０１７-J6

A1007-0000-100-０１７-87

３６

３８

３７
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採番事例（尿検査）

38.尿中アルブミン/クレアチニン比（A/C比）

尿中アルブミン（TIA法）
尿中クレアチニン（酵素法）

A1020-0000-100-024-H6
C3002-0000-100-020-85
A1020-0000-100-024-87尿中アルブミン･クレアチニン比(A/C比)

尿中アルブミン･クレアチニン比(A/C比)
[尿試験紙法]

A1007-0003-100-026-87



添付文書閲覧アプリ
「添文てんぶんナビ®」

C20170000250034F7

GTINコード・添付文書閲覧アプリ 、更にJLAC11連携の可能性

14桁

GTINはGTIN(ｼﾞｰﾃｨﾝ)とは、
Global Trade Item Numberの略称
桁数の異なる製品コードを14桁で
統一して表す製品コードの総合名称
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採番事例（CBC）

27.血算 白血球数
28.血算 赤血球数
29.血算 ヘモグロビン
30.血算 ヘマトクリット
31．血算 血小板

末梢血液一般検査

赤血球数
白血球数
ヘモグロビン
ヘマトクリット
血小板数

B1001-0000-211-566-G5
B1002-0000-211-566-G1
B1004-0000-211-566-55
B1005-0000-211-566-12
B1003-0000-211-566-G1

JLAC11

測定法コード＝医療機器



採番ステップ①： JLACコード一覧（18版）の販売名称から候補を探す

販売名称 届出番号 JLAC11

7,894行
約400項目
（第18版）

検査室で
使用している
試薬名称、
機器名称が
わかれば48項目
は120分程度で
採番可能



JLAC11 要素別コード表

採番ステップ2： JLAC11 要素別コード表 で材料と単位を採番する

次に
ローカルコードの粒度に合わせて、
材料・単位の採番を行う



LISにおけるJLAC11管理の例

（標準仕様）

2023年1０月にLISベンダー
10社にアンケートを行った結果、
100％ JLACに対応可能との
回答であった



検査室における採番

医療機関における導入方法

モデル地区における問題の発見





35項目･･･そのままで大丈夫
8項目･･･単位変換時の対応指定検査 43項目

8項目の詳細
項目 千葉大学 登録単位 FHIR 単位 単位変換時の対応
赤血球数 10^6/μL 「10^4/μL」 結果値：入力値*100

単位：「10^6/μL」⇒「10^4/μL」
血小板数 10^3/μL 「10^4/μL」 結果値：入力値*0.1

単位：「10^3/μL」⇒「10^4/μL」
APTT sec 「s」 「sec」⇒「s」

PT sec 「s」 「sec」⇒「s」

尿蛋白 (定性値)+(測定値)
例：「4＋(300)」

1：－、2：±、3：＋、4：２＋、
5：3＋、6：4＋

「4＋(300)」⇒「4+」

尿糖 (定性値)+(測定値)
例：「4＋(300)」

1：－、2：±、3：＋、4：２＋、
5：3＋、6：4＋

「4＋(300)」⇒「4+」

尿潜血 (定性値)+(測定値)
例：「4＋(300)」

1：－、2：±、3：＋、4：２＋、
5：3＋、6：4＋

「4＋(300)」⇒「4+」

尿中アルブミン/クレアチニン比
（A/C比）

μg/mg･Cr 単位名：mg/g·Cr 「mg/g·Cr」

もう少し早く知りたかった･･･

千葉大学病院 検査部 川崎健治技師長のご厚意により拝借



4項目･･･単位変換時の対応不可
指定感染症5項目

項目 千葉大学 登録単位 FHIR 単位 単位変換時の対応
梅毒STS（定量） 倍 U 単純に単位の変換のみ

結果値は変換なしでよい？
⇒×

梅毒TP抗体（定量） 倍 U/ml 単純に単位の変換のみ
結果値は変換なしでよい？
⇒×

HBs抗原（定量） IU/mL U/ml 単純に単位の変換のみ
結果値は変換なしでよい？
⇒単位の変更×

HBs抗体（定量） mIU/ｍL mU/ｍL 単純に単位の変換のみ
結果値は変換なしでよい？
⇒単位の変更×

えっ！ 何でもっと早く教えてくれないの？･･･

千葉大学病院 検査部 川崎健治技師長のご厚意により拝借



モデル地区における問題の発見

電子カルテ情報共有サービスの導入に関する
システムベンダー向け技術解説書
202506 1.30版

• 感染症5 項目及び検査43 項目の検査結果
については、標準化を推進する観点から、本サービ
スで使用可能な単位と定性値を規定している。

• 本サービスで利用可能な単位・定性値を限定してい
るため、医療機関等システム/電子カルテシステム等
側でこれらとは異なる単位・定性値を使用している場
合は、数値を含めて適切に変換してください。



10～1000倍 数値の意味が違ってしまう。
救急時にヒヤリハット、アクシデントを引き起こす可能性を認識する必要がある。

血小板

50 103/μL

50 万
104/μL

CBC単位の施設間における違い

29

登録

閲覧

カルテ
情報共有
サービス



単位の困った！

標準化を推進する観点から…

104／μLの表記は日本特有のものです。国際的には、SI単位系の接頭語（キロ、ミリなど）が10の3乗を基本にしていること
から、2014年の共有基準範囲の公開以降、106／μL、103／μLの単位変更を推進し、浸透している状況

国際的には、白血球、10９／L、赤血球1012／L、血小板10９／Lの使用が多い

日本だけ



感染症5項目の困った！

感染症5項目は換算不可にもかかわらず、単位が網羅されていない。

その結果、
データを電子カルテ情報共有サービスに感染症項目データを登録できない
医療機関がある！

IU/L、IU/ｍL

S/CO



おわりに

厚労省、JSLM（項目コード委員会）等からの情報で、
提示した内容が変更になる可能性があることをご理解ください。

JLAC11は、データ利活用可能な標準コードとして設計されています。
JLAC11の体外診断用医薬品（医療機器）の粒度であること・単位
そのものがコードに含まれる利点が生かされることに期待します。
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